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【概要】 

葉物類は宮城・関東産、果菜類は九州・四国・関東産、根菜類は関東・東北産、葉茎菜類は宮城・関東・四国産、土物類は北海道

産中心の入荷となります。本年は全国的に猛暑に見舞われたこと、さらには１０月まで続いた高温の影響を受け、主産地は厳しい栽

培環境下におかれ入荷減少が懸念されましたが、１１月に入り概ね生育順調で経過しており、玉ネギを除き安定した入荷が見込まれ

ます。今季、年末にかけて暖冬予想が発表されておりますが、露地物については今後の天候（低温・日照不足・降雪など）によって

は、産地出荷量が左右される場合もあります。また、施設物は加温による栽培ですが、同様に天候状況によっては産地出荷量が減少

に転じる可能性もあります。 

 

【品目別】 

大根 
千葉・神奈川産を中心とした入荷となります。各産地順調な生育となっており、前年並みの入荷量を見

込んでいます。価格は１０ｋｇあたり２Ｌサイズ１，３００円～１，２００円、Ｌサイズ１，５００円

～１，３００円で前年並みの価格見込みです。 

ニンジン 

千葉・神奈川産中心の入荷となります。本年は高温旱魃の影響を受けている産地も多く例年に比べ入荷

は減少する見通しです。価格は１０ｋｇあたり２Ｌサイズ１，８００円～１，５００円、 

Ｌサイズ２，０００円～１，８００円、Ｍサイズ２，２００円～１，８００円で前年より若干高値の価

格見込みです。 

ゴボウ 
青森産中心の入荷となります。生育良好なことから順調入荷が見込まれます。中心階級はＬ、Ｍサイズ 

となりますが、太物も前年に比べやや多くなる見込みです。価格は４ｋｇあたりＬサイズ ８００円～

７００円、Ｍサイズ１，０００円～９００円で前年より若干安値の価格見込みです。 

レンコン 
茨城産主力の入荷となります。昨年程ではないものの本年も豊作傾向です。年末商材である事から下旬

から年末に向け価格は上昇となりますが、昨年並みの価格で１ｋｇあたり６００円～５００円の価格見

込みです。 

キャベツ 
千葉・神奈川・愛知・茨城産の入荷となります。各産地出始めは遅れましたが、平年並みの出荷量に戻

っています。価格は１０ｋｇあたりＬサイズ１，０００円～８００円の価格見込みですが、露地野菜の

ため今後の天候次第では入荷量、価格共に大きく左右されます。 

白菜 
茨城・宮城産の入荷となります。生育は良好で安定した入荷が続きますが、今後、年末にかけては寒さ

などの天候次第で入荷量が大きく左右されます。 

ホウレン草 
宮城産中心でハウス、露地物の入荷となります。天候に恵まれ生育は良好です。今後、順調な入荷が見

込まれます。年末にかけては入荷量、価格共に平年並み推移の予想です。 

セリ 
全体的に細めの状態が続いていますが、生育自体は悪くなく生産者も揃い順調な入荷見込みです。他県

産地はあまり生育状況が良くなく仙台セリの引き合いは前年以上に強まることが予想されます。 



ネギ 
宮城・福島・茨城産主力の入荷となります。福島産は作柄が悪く４割減少の見込みです。全体的に前年

よりも入荷減少が見込まれます。年末需要の伸びが見込まれる１２月下旬から１月上旬頃までの価格は

強めで推移する見込みです。 

レタス 
香川産主力の入荷となります。生育順調で経過していましたが、１１月中旬に降雹があり、一部の地域

で被害が見受けられます。１２月初旬の出荷量に影響が出るようですが、月後半には回復し数量も安定

する見込みです。年末年始は引き合いも強まる事が予想され価格は強めの見込みです。 

キュウリ 

高知・宮崎産中心の入荷となります。加温ハウス物主体で生育良好で経過しており、今後も順調な入荷

が見込まれます。年末については、今後の気温、日照量など天候に左右されますが、平年並みの入荷量、

価格推移の見込みです。九州・四国産地が主産地であるため、中旬以降の天候によっては、価格が高騰

する可能性もあります。 

トマト 
栃木・熊本産中心の入荷となります。現在のところ産地状況としては、着花（果）や肥大も良好で安定

した入荷が見込まれます。年末年始共に潤沢な入荷が予想され価格も前年並みの見込みです。 

ナス 
高知産中心の入荷となります。現在のところ生育状況は良好で今後も安定入荷が見込まれます。年末年

始については前年並みの入荷量となる見通しです。価格についても前年並みの見込みです。 

バレイショ 

北海道産中心の入荷で例年よりも多い予想数量ではあるものの、夏季の高温の影響を受けた事から選果

しながらの出荷となります。この期間の入荷量は若干減る見込みですが、産地総量が多いため、ＪＲ運

休期間以外は順調出荷と見られ、運休期間もトラック便への切り替え対応で出荷可能な産地もあり、大

きな価格変動はない見込みです。 

玉ネギ 

北海道産主力の入荷となりますが、今季は作柄が悪く数量も少なく価格も強めの状況です。例年どおり

ＪＲ貨物の運休期間があるため、１２月２７日～１月１２日までの入荷がなくなります。年明けは年内

集荷分の販売となり価格は強めの見込みです。２０ｋｇあたりＬ大サイズ５，０００円～４，５００円

を見込みます。国産の価格高対策として中国産や米国産も集荷し対応します。 

 


